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１
０
６
万
の
大
都
市
・
常
熟

中
国
・
常
熟
市
は
、
東
は
上
海
、

南
は
蘇
州
に
隣
接
し
、
ア
ジ
ア
最

大
の
川
・
長
江
の
デ
ル
タ
地
域
に

位
置
す
る
都
市
で
す
。
同
市
の
象

徴
で
市
街
地
に
そ
び
え
る
方
塔
＝

名
所
①
＝
や
青
く
幻
想
的
な
尚
湖

＝
名
所
②
＝
、
約
５
㌔
㍍
の
範
囲

に
広
が
る
虞
山
＝
名
所
③
＝
な
ど

が
市
街
地
と
調
和
し
、
山
と
水
、

町
が
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
景
観

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
街

並
み
が
認
め
ら
れ
、
近
年
に
は
国

際
湿
地
都
市
や
国
際
庭
園
都
市
な

ど
の
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

同
市
の
人
口
は
、
約
１
０
６
万

人
。
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
が

目
覚
ま
し
く
、
世
界
50
数
か
国
の

企
業
約
３
２
０
０
社
が
立
地
。
日

本
企
業
も
グ
ン
ゼ
を
は
じ
め
、２
０

０
社
あ
ま
り
が
進
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
交
流
事
業
も
盛

ん
で
、
同
市
の
友
好
都
市
は
７
か

国
８
か
所
。
そ
の
中
で
、
初
め
て

友
好
都
市
を
締
結
し
た
の
が
、
綾

部
市
で
し
た
。

友
好
都
市
ま
で
の
道
の
り

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
、
蘇

州
市
人
民
政
府
の
外
事
弁
公
室
主

任
が
本
市
を
訪
問
。
そ
の
際
に
常

熟
市
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
両
市
の
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
以
降
、
農
業
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
10
回
以
上
の

相
互
交
流
を
実
施
。
そ
し
て
、
１

９
８
９
（
平
成
元
）
年
５
月
12
日
、

本
市
で
友
好
都
市
締
結
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
か
ら

市
立
病
院
が
、
常
熟
市
の
看
護
研

修
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
２
０

０
０
（
平
成
12
）
年
に
は
初
め
て

本
市
中
学
生
12
人
が
常
熟
市
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
現
地
の
中
学

生
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
卓

球
協
会
や
経
済
団
体
な
ど
市
民
同

士
の
交
流
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
に

計
90
回
以
上
相
互
訪
問
し
、
友
好

を
深
め
て
い
ま
す
。

常
熟
市
長
が
本
市
を
訪
問

６
月
１
日
、
常
熟
市
人
民
政
府

の
焦
亜
飛
市
長
な
ど
政
府
訪
日
団

の
６
人
が
本
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
同
団
は
、
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア

（
青
野
町
）や
大
本
本
部（
本
宮
町
）

な
ど
を
視
察
。綾
部
バ
ラ
園
で
は
、

記
念
と
し
て
バ
ラ
に
プ
レ
ー
ト
を

添
え
ま
し
た
。

夜
に
は
、
友
好
都
市
締
結
30
周

年
を
記
念
し
、
式
典
を
開
催
。
改

め
て
友
好
宣
言
を
行
い
、
両
市
の

さ
ら
な
る
発
展
と
友
好
、
平
和
へ

の
推
進
を
誓
い
ま
し
た
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
５
月
に
本
市
と
中
国
江
蘇
省
・
常
熟
市
が

友
好
都
市
締
結
し
、
本
年
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
友
好
都
市

締
結
ま
で
の
歴
史
と
、
常
熟
市
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

❶市立病院は1997年９月に、常熟市第二
人民病院と友好病院締結。多くの研修や
視察を受け入れている　❷締結５周年を
記念し「桜花園」が尚湖公園に作られた＝
1994年４月　❸６回行ったホームステイ
で、多くの中学生が常熟市を訪問　❹両
市は友好宣言書に署名し、「平和友好」
「平等互恵」「相互信頼」「長期安定」の原
則を再確認した＝2019年６月１日　❺卓
球関係の団体は相互訪問し、親善試合を
重ねてきた　❻締結10周年を記念して常
熟市から睦寄町の二王公園に贈られた
「常熟亭」＝2000年８月　❼里町の中丹
文化会館で約1,000人に見守られる中、
行われた調印式＝1989年５月

　常熟市は現在、７か国の８都市と友好
都市関係を締結するほど国際交流事業は
拡大し、各界から注目を集めています。
友好都市交流のおかげで、対外開放に新
たなルートが切り開かれただけではな
く、本市の発展につながる原動力ともな
りました。国と国との交わりは、まず国
民同士の親善にあります。実質的な交流
を促進し、民間交流を強め、友好関係の
向上を図るため手を携え努力していきま
しょう。

友
好
都
市
締
結
30
周
年

綾
部
市
・
常
熟
市

常熟市人民政府

焦　亜飛 市長
しょう あ ひ

し
ょ
う
こ

ほ
う 

と
う

ぐ 

ざ
ん

し
ょ
う 

あ 

ひ
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歩
行
者
も
周
囲
に
注
意

　横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で

す
。
し
か
し
「
車
が
止
ま
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
過
信
は
禁

物
。
特
に
、
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
を
渡
る
時
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
分
に
気
付
い
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。▽
急
に
飛
び
出
さ

な
い
▽
渡
れ
る
か
迷
っ
た
時
は
行

か
な
い
▽
横
断
禁
止
場
所
は
渡
ら

な
い―

な
ど
は
、
歩
行
者
が
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
防
衛

策
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
操
作
し
な
が
ら
の
歩
行
は
危

険
で
す
。
周
り
の
様
子
に
気
を
配

り
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

確
認
不
足
が
事
故
の
も
と

　市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は

昨
年
60
件
、
本
年
は
５
月
末
日
時

点
で
20
件
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の
主
な

原
因
は
、
前
方
・
左
右
の
確
認
不

足
。
慣
れ
た
道
で
も
、
ほ
ん
の
少

し
の
気
の
緩
み
が
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　全
国
的
に
は
、
75
歳
以
上
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
死
亡
事
故
が

年
々
増
加
。
昨
年
は
全
体
の
14
・

８
㌫
を
占
め
、
過
去
最
高
の
割
合

に
な
り
ま
し
た
。
綾
部
市
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
会
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）

は
５
月
16
日
、
岡
町
の
綾
部
自
動

車
学
校
で
「
自
動
車
安
全
運
転
教

室
」
を
開
催
＝
写
真
。
高
齢
者
を

対
象
に
、
運
転
技
術
の
チ
ェ
ッ
ク

や
講
話
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

運
転
に
不
安
が
あ
れ
ば
相
談
を

　運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
75
歳

以
上
の
人
は
、
高
齢
者
講
習
の
前

に
記
憶
力
や
判
断
力
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
「
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
平
成
29

年
３
月
か
ら
は
、
75
歳
以
上
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
信
号
無
視
等
の
交
通

違
反
を
し
た
時
に
も
、
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
加
齢
に
よ

る
変
化
は
自
分
で
は
気
付
き
に
く

い
も
の
。
運
転
に
不
安
を
感
じ
た

時
は
、
家
族
で
運
転
免
許
証
の
返

納
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警
察
署
交

通
課
☎（
43
）０
１
１
０
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
市
は
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
人
に
対
し
て
、
あ
や

バ
ス
の
運
賃
を
補
助
＝
下
表
＝
し

ま
す
。
運
転
免
許
証
返
納
後
の
市

内
の
移
動
に
は
、
ぜ
ひ
あ
や
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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共
存
か
ら
共
生
へ

　「共
存
」
を
辞
書
で
引
く
と
、

二
つ
以
上
の
も
の
が
同
時
に
生

存
す
る
こ
と
と
あ
る
。
一
方
、

似
た
言
葉
に「
共
生
」が
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
双
方
が
互
い
に
利
益

を
受
け
つ
つ
支
え
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
と
説
か
れ
る
。
即
ち
、

共
存
は
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
も

存
続
で
き
る
の
に
比
し
、
共
生

は
ど
ち
ら
か
一
方
が
死
滅
し
た

場
合
は
他
方
も
生
き
続
け
る
こ

と
は
で
き
ず
、
例
と
し
て
〝
自

然
と
人
間
と
の
共
生
〞
が
引
か

れ
る
。

　東
京
一
極
集
中
が
言
わ
れ
て

久
し
い
。
が
、
以
前
は
大
都
市

と
地
方
は
「
共
存
」
関
係
に
あ

る
と
言
わ
れ
、
双
方
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
形
で
生
き
残
れ
る

余
裕
も
あ
っ
た
が
、近
時
は
「
共

生
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
指
摘

さ
れ
る
。
農
山
村
の
疲
弊
と
引

き
換
え
に
、
地
方
か
ら
東
京
に

大
量
の
人
材
や
食
料
、
そ
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
が
供
給
さ
れ
て

い
る
省
察
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特

に
都
市
の
脆
弱
性
が
顕
在
化
し

た
東
日
本
大
震
災
を
境
に
こ
う

い
っ
た
論
調
が
目
立
つ
。

　都
会
か
田
舎
か
の
優
劣
論
、

ま
し
て
や
二
者
択
一
の
議
論
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
東
京

に
は
我
が
国
の
〝
花
〞
と
し
て

首
都
に
相
応
し
い
在
り
様
を
願

う
が
、
花
だ
け
が
咲
き
続
け
る

こ
と
は
不
可
能
。
根
か
ら
水
分

を
摂
り
、
葉
の
光
合
成
で
養
分

を
得
る
か
ら
こ
そ
花
も
咲
け
る

と
い
う
も
の
で
、
大
都
市
と
地

方
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
正
に

共
生
関
係
に
あ
る
映
し
と
言
え

る
。　「水

源
の
里
」
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
上
流
は
下
流
を
思
い
、

下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る
」
流

域
連
携
の
よ
う
に
、
大
都
市
が

〝
共
生
〞の
当
事
者
意
識
を
も
っ

て
他
者
に
思
い
を
寄
せ
る
な
ら
、

地
方
創
生
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
移
れ
る
と
思
う
の
だ
が
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

112112

ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い

せ
い 

さ
つ

う
つ

春
先
は
、
全
国
的
に
交
通
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
４
月
は

東
京
・
池
袋
で
、
５
月
に
は
大
津
市
で
、
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

教室では、被害軽減（自動）ブレーキを搭載した
「安全運転サポートカー」に試乗。こうした機能が
付いた車に乗り換えることも、事故防止策のひとつ

ゲームを楽しみながら俊敏性をチェック
昨年のコンテスト応募作品20点を含むラインスタンプを
販売中。ぜひご利用ください

　
市
は
本
年
度
も
、
市
販
の
ま
ゆ

ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
た
着
せ

替
え
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、ま
ゆ
ピ
ー

グ
ッ
ズ
と
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
市
役

所
正
面
玄
関
付
近
に
展
示
し
ま

す
。
す
て
き
な
衣
装
を
作
っ
て
、

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
作
品
が
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に

　こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
約
30

㌢
㍍
の
ま
ゆ
ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み

に
、
手
作
り
の
衣
装
を
着
せ
た
写

真
を
募
集
。
応
募
作
品
は
本
紙
10

月
号
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
皆
さ
ん
の
投
票
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
選
び
ま
す
。

　ま
た
、
市
は
応
募
作
品
で
、
ラ

イ
ン
ス
タ
ン
プ
を
作
成
予
定
。
自

分
の
作
品
が
、
ラ
イ
ン
の
ト
ー
ク

画
面
を
彩
り
ま
す
。
応
募
方
法
は

次
の
と
お
り
。

応
募
期
限
／
９
月
２
日（
月
）。
応

募
方
法
／
応
募
用
紙
と
衣
装
を
着

せ
た
ま
ゆ
ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
の
写

真
（
１
枚
に
１
点
）を
メ
ー
ル

（hisyokoho@
city.ayabe.lg.jp

）

か
郵
送
で
秘
書
広
報
課
へ
。
規
格

／
公
式
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
自
作
の

衣
装
を
着
せ
た
作
品
に
限
り
ま
す
。

衣
装
を
着
せ
ず
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
付
け
た
だ
け
の
も
の
は
対
象
外
。

ぬ
い
ぐ
る
み
販
売
場
所
／
あ
や
べ

特
産
館
（
青
野
町
）、
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）、
市
観

光
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
や
セ
レ
」。
そ
の
他
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
作
れ

る
型
紙
と
作
り
方
、
応
募
用
紙
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

／
秘
書
広
報
課
☎（
42
）４
２
０
５

か
わ
い
く
飾
ろ
う
！

第
２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト

メールアドレス▼ ホームページ▼

　市は、まゆピーのワンピースが作れ
る「まゆピー着せ替え教室」を開催しま
す。ぬいぐるみをお持ちでない人も、衣
装を着せて写真が撮れます。
日時／８月２日（金）１回目＝午前９
時30分～、２回目＝午後１時～（約２
時間）場所／天文館パオ（里町）講師
／マキ・ソーイング　林知佳さん　定
員／各回先着10人。その他／小学校低
学年以下は保護者同伴でお願いしま
す。参加費／400円（入館料別途必
要）。申し込み／参加者・保護者の氏
名、年齢、電話番号を電話かメールで
７月24日（水）までに秘書広報課へ。

みんなで作ろう！
まゆピー着せ替え教室

スタンプの
購入はこちら

歩
行
者
も
周
囲
に
注
意

　横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で

す
。
し
か
し
「
車
が
止
ま
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
過
信
は
禁

物
。
特
に
、
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
を
渡
る
時
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
分
に
気
付
い
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。▽
急
に
飛
び
出
さ

な
い
▽
渡
れ
る
か
迷
っ
た
時
は
行

か
な
い
▽
横
断
禁
止
場
所
は
渡
ら

な
い―

な
ど
は
、
歩
行
者
が
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
防
衛

策
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
操
作
し
な
が
ら
の
歩
行
は
危

険
で
す
。
周
り
の
様
子
に
気
を
配

り
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

確
認
不
足
が
事
故
の
も
と

　市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は

昨
年
60
件
、
本
年
は
５
月
末
日
時

点
で
20
件
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の
主
な

原
因
は
、
前
方
・
左
右
の
確
認
不

足
。
慣
れ
た
道
で
も
、
ほ
ん
の
少

し
の
気
の
緩
み
が
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　全
国
的
に
は
、
75
歳
以
上
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
死
亡
事
故
が

年
々
増
加
。
昨
年
は
全
体
の
14
・

８
㌫
を
占
め
、
過
去
最
高
の
割
合

に
な
り
ま
し
た
。
綾
部
市
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
会
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）

は
５
月
16
日
、
岡
町
の
綾
部
自
動

車
学
校
で
「
自
動
車
安
全
運
転
教

室
」
を
開
催
＝
写
真
。
高
齢
者
を

対
象
に
、
運
転
技
術
の
チ
ェ
ッ
ク

や
講
話
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

運
転
に
不
安
が
あ
れ
ば
相
談
を

　運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
75
歳

以
上
の
人
は
、
高
齢
者
講
習
の
前

に
記
憶
力
や
判
断
力
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
「
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
平
成
29

年
３
月
か
ら
は
、
75
歳
以
上
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
信
号
無
視
等
の
交
通

違
反
を
し
た
時
に
も
、
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
加
齢
に
よ

る
変
化
は
自
分
で
は
気
付
き
に
く

い
も
の
。
運
転
に
不
安
を
感
じ
た

時
は
、
家
族
で
運
転
免
許
証
の
返

納
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警
察
署
交

通
課
☎（
43
）０
１
１
０
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
市
は
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
人
に
対
し
て
、
あ
や

バ
ス
の
運
賃
を
補
助
＝
下
表
＝
し

ま
す
。
運
転
免
許
証
返
納
後
の
市

内
の
移
動
に
は
、
ぜ
ひ
あ
や
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

45

共
存
か
ら
共
生
へ

　「共
存
」
を
辞
書
で
引
く
と
、

二
つ
以
上
の
も
の
が
同
時
に
生

存
す
る
こ
と
と
あ
る
。
一
方
、

似
た
言
葉
に「
共
生
」が
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
双
方
が
互
い
に
利
益

を
受
け
つ
つ
支
え
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
と
説
か
れ
る
。
即
ち
、

共
存
は
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
も

存
続
で
き
る
の
に
比
し
、
共
生

は
ど
ち
ら
か
一
方
が
死
滅
し
た

場
合
は
他
方
も
生
き
続
け
る
こ

と
は
で
き
ず
、
例
と
し
て
〝
自

然
と
人
間
と
の
共
生
〞
が
引
か

れ
る
。

　東
京
一
極
集
中
が
言
わ
れ
て

久
し
い
。
が
、
以
前
は
大
都
市

と
地
方
は
「
共
存
」
関
係
に
あ

る
と
言
わ
れ
、
双
方
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
形
で
生
き
残
れ
る

余
裕
も
あ
っ
た
が
、近
時
は
「
共

生
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
指
摘

さ
れ
る
。
農
山
村
の
疲
弊
と
引

き
換
え
に
、
地
方
か
ら
東
京
に

大
量
の
人
材
や
食
料
、
そ
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
が
供
給
さ
れ
て

い
る
省
察
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特

に
都
市
の
脆
弱
性
が
顕
在
化
し

た
東
日
本
大
震
災
を
境
に
こ
う

い
っ
た
論
調
が
目
立
つ
。

　都
会
か
田
舎
か
の
優
劣
論
、

ま
し
て
や
二
者
択
一
の
議
論
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
東
京

に
は
我
が
国
の
〝
花
〞
と
し
て

首
都
に
相
応
し
い
在
り
様
を
願

う
が
、
花
だ
け
が
咲
き
続
け
る

こ
と
は
不
可
能
。
根
か
ら
水
分

を
摂
り
、
葉
の
光
合
成
で
養
分

を
得
る
か
ら
こ
そ
花
も
咲
け
る

と
い
う
も
の
で
、
大
都
市
と
地

方
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
正
に

共
生
関
係
に
あ
る
映
し
と
言
え

る
。　「水

源
の
里
」
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
上
流
は
下
流
を
思
い
、

下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る
」
流

域
連
携
の
よ
う
に
、
大
都
市
が

〝
共
生
〞の
当
事
者
意
識
を
も
っ

て
他
者
に
思
い
を
寄
せ
る
な
ら
、

地
方
創
生
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
移
れ
る
と
思
う
の
だ
が
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い

せ
い 

さ
つ

う
つ

多
発
注
意
！

交
通
事
故
を
防
ご
う

交
通
事
故
を
防
ご
う

春
先
は
、
全
国
的
に
交
通
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
４
月
は

東
京
・
池
袋
で
、
５
月
に
は
大
津
市
で
、
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

教室では、被害軽減（自動）ブレーキを搭載した
「安全運転サポートカー」に試乗。こうした機能が
付いた車に乗り換えることも、事故防止策のひとつ

ゲームを楽しみながら俊敏性をチェック
昨年のコンテスト応募作品20点を含むラインスタンプを
販売中。ぜひご利用ください

　市は、運転免許証を有効期間内に自主返納した人に、
あやバスの
・回数券（3,000円相当分）
・健康長寿定期券（健康長寿定期65）１ヶ月分

のいずれかを１回に限り交付します。
　申請方法など、詳しくはお問い合わ
せください。

〈問い合わせ〉市民協働課
☎（42）4248

　時間と心にゆとりを持つ
ことが、交通事故防止の第
一歩。しっかりと安全を確
認し、譲り合いの運転を心
掛けましょう。また、シー
トベルトは後部座席も含
め、全席着用が義務です。
万一の場合に備え、自分の
命を守りましょう。

免許返納者にあやバスの補助

綾部警察署
村上敬信交通課長

　普段から車に乗る機会が
多くあります。教室に参加
して、自分は若いつもりで
も反応力などが落ちている
と実感しました。
　運転技術のチェックで指
摘を受けた点に気をつけ、
今後も気を引き締めて安全
運転に努めます。

自動車安全運転教室の参加者
岩見修一さん
（睦寄町）

　
市
は
本
年
度
も
、
市
販
の
ま
ゆ

ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
た
着
せ

替
え
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、ま
ゆ
ピ
ー

グ
ッ
ズ
と
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
市
役

所
正
面
玄
関
付
近
に
展
示
し
ま

す
。
す
て
き
な
衣
装
を
作
っ
て
、

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
作
品
が
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に

　こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
約
30

㌢
㍍
の
ま
ゆ
ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み

に
、
手
作
り
の
衣
装
を
着
せ
た
写

真
を
募
集
。
応
募
作
品
は
本
紙
10

月
号
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
皆
さ
ん
の
投
票
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
選
び
ま
す
。

　ま
た
、
市
は
応
募
作
品
で
、
ラ

イ
ン
ス
タ
ン
プ
を
作
成
予
定
。
自

分
の
作
品
が
、
ラ
イ
ン
の
ト
ー
ク

画
面
を
彩
り
ま
す
。
応
募
方
法
は

次
の
と
お
り
。

応
募
期
限
／
９
月
２
日（
月
）。
応

募
方
法
／
応
募
用
紙
と
衣
装
を
着

せ
た
ま
ゆ
ピ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
の
写

真
（
１
枚
に
１
点
）を
メ
ー
ル

（hisyokoho@
city.ayabe.lg.jp

）

か
郵
送
で
秘
書
広
報
課
へ
。
規
格

／
公
式
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
自
作
の

衣
装
を
着
せ
た
作
品
に
限
り
ま
す
。

衣
装
を
着
せ
ず
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
付
け
た
だ
け
の
も
の
は
対
象
外
。

ぬ
い
ぐ
る
み
販
売
場
所
／
あ
や
べ

特
産
館
（
青
野
町
）、
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）、
市
観

光
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
や
セ
レ
」。
そ
の
他
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
作
れ

る
型
紙
と
作
り
方
、
応
募
用
紙
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

／
秘
書
広
報
課
☎（
42
）４
２
０
５

か
わ
い
く
飾
ろ
う
！

第
２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト

メールアドレス▼ ホームページ▼

みんなで作ろう！
まゆピー着せ替え教室

スタンプの
購入はこちら
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絶対に負け
ない！

絶対に負け
ない！

18競技で熱戦！

綾部バラ園（青野町）で５月18日から６月23日
まで、春のバラまつりが開かれています。「ア
ンネのバラ」をはじめ、深紅や黄、ピンクなど
多種多様な1,200本のバ
ラが満開に。来園者は、
写真撮影や花の手触り
など思い思いに楽しみ
ました。

楽しみ方いろいろ

第67回四都市体育大会春季大会
が５月12日、市内を中心に行われ
ました。綾部、宮津、舞鶴、福知
山各市から役員、選手約2,000人
が参加。18競技で熱戦を繰り広げ
ました。綾部市は、総合順位こそ
３位に終わったものの、バレーボ
ール女子（６連覇）、サッカー
（５連覇）、ソフトボール女子、
剣道、グラウンドゴルフの５競技
で優勝。スポーツを通じ親睦と交
流を深めました。

　市、綾部警察署、コカ・コーラ ボトラーズジャ
パンが共同で６月７日、防犯カメラ付き自動販
売機を設置しました。場所は西町ポケットパー
ク、ＪＲ綾部駅（南口・北口）、高津駅、渕垣駅
の市内５か所。自動販売機が24時間眠らない番
人として監視します。犯罪を抑止し、みんなが
笑顔で安心して暮らせるまちを目指します。

24時間眠らずまちを監視

　八田幼稚園の園児32人が５月13
日、梅迫町の田んぼで八田中学校の
３年生13人と一緒に田植えに挑戦
しました。はだしで田に入り、泥の
感触を体験した園児。「つめたー
い！」「気持ちいい」など歓声があ
がりました。園児らは泥んこになり
ながら作業に集中しました。

田植えに挑戦

こうだよ！こうだよ！

ここだよ！ここだよ！

フムフムフムフム

カメラどこ？カメラどこ？
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夏
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
や

べ
水
無
月
ま
つ
り
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
７
月
27
日（
土
）、

由
良
川
河
畔
と
市
街
地
一
帯
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

迫
力
の
打
ち
上
げ
見
も
の

ま
つ
り
は
午
後
５
時
30
分
、
西

町
あ
い
タ
ウ
ン
の
「
あ
や
べ
良
さ

来
い
・
第
１
部
」
で
開
幕
し
ま
す
。

高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
で
奨
励
賞

を
７
度
受
賞
し
た
チ
ー
ム
「
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
」
が
ゲ
ス
ト
参
加
。
踊

り
の
合
間
に
短
時
間
の
よ
さ
こ
い

教
室
も
開
催
予
定
で
す
。

午
後
７
時
30
分
「
万
灯
流
し
」

が
由
良
川
を
美
し
く
染
め
、
午
後

８
時
、
４
０
０
０
発
の
花
火
が
夜

空
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
本
年
は
、

打
ち
上
げ
場
所
を
第
一
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
変
更
。
こ
れ
ま
で
堤
防

で
隠
れ
て
い
た
点
火
式
や
迫
力
あ

る
打
ち
上
げ
も
見
も
の
で
す
。
花

火
大
会
終
了
後
は
「
あ
や
べ
良
さ

来
い
・
第
２
部
」
を
行
い
ま
す
。

水
無
月
ま
つ
り
前
後
の
行
事

６
月
28
日（
金
）〜
７
月
28
日（
日
）

＝
あ
や
べ
水
無
月
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
）

市
内
の
園
児
が
、
ま
つ
り
へ
の

思
い
を
描
く
縦
１
５
７
㌢
横
１
０

９
㌢
の
大
作
11
点
を
展
示
。

７
月
28
日（
日
）午
前
７
時
〜
＝
ク

リ
ー
ン
水
無
月
（
市
民
セ
ン
タ
ー

集
合
）

翌
日
の
ク
リ
ー
ン
水
無
月
で
は
、

早
朝
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
美
化

作
業
を
行
い
ま
す
。
ま
つ
り
を
楽

し
ん
だ
翌
日
は
、
み
ん
な
で
ま
ち

を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

協
賛
金
、献
灯
、流
し
人
募
集

同
実
行
委
員
会
は
現
在
、
ふ
る

さ
と
花
火
へ
の
協
賛
金
を
募
っ
て

い
ま
す
。
１
口
１
０
０
０
円
で
、

６
月
の
組
回
覧
の
ほ
か
、
あ
や
べ

温
泉
や
Ｉ・Ｔ
ビ
ル
、北
部
産
業
創

造
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
９
か
所
で

ま
つ
り
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
献
灯
（
祈
願
１
口

１
０
０
円
）を
ま
つ
り
前
日
ま
で
、

万
灯
の
流
し
人
を
７
月
15
日
ま
で

募
集
中
。い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、同

実
行
委
員
会
事
務
局
（
綾
部
商
工

会
議
所
内
）☎（
42
）０
７
０
１
へ
。

綾
部
高
校
美
術
部
２
年

温
井
翔
馬
さ
ん
（
忠
町
）

上／万灯の流し人になると、川面に映る花火も楽しめます
下／「サボタージュ」が本場の踊りで会場を沸かせます

　同実行委員会は、まつりに役立つ情報
をホームページやポケットブックでお知
らせしています。当日の催しや花火プロ
グラム、駐車場、トイレマップなどは事
前にご確認ください。

まつりの情報はホームページなどで

ポケットブック配布場所
　市内の公共施設や各店舗
ホームページ
　【あやべ水無月まつり】で検
　索するか右のQRコードから

町
あ
い
タ
ウ
ン
の
「
あ
や
べ
良
さ

来
い
・
第
１
部
」
で
開
幕
し
ま
す
。

高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
で
奨
励
賞

を
７
度
受
賞
し
た
チ
ー
ム
「
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
」
が
ゲ
ス
ト
参
加
。
踊

り
の
合
間
に
短
時
間
の
よ
さ
こ
い

教
室
も
開
催
予
定
で
す
。

７
月
27
日（
土
）

７
月
27
日（
土
）

　立候補して作製しました。毎年家族
で花火を見ている場所をイメージ。花
火は当然のことながら、きれいに並ん
でいる印象があったちょうちんにも力
を入れました。着物の質感や色合いを
表現するのが難しかったです。水彩絵
の具を使用し、淡い色がきれいに出る
よう工夫しました。ポスターを見てた
くさんの人に参加してほしいです。私
も参加します。


